
様々なドキュメントや開発ツールと連携してトレーサビリティを確保

メジャーアップデートによる使用感の向上　※2025年夏リリース予定

ツリー（多段トレース）

マトリクス(1段トレース) マップ管理機能でV字モデル

UI刷新・ドッキングウィンドウへの対応による使用感の向上

● 情報の一元管理による、トレーサビリティの確認・分析が容易に
● 設定のプリセット保存が可能なため設定の切り替えが容易に

● 開発プロセス上の全ての開発成果物の影響範囲分析が可能
● OfficeドキュメントとSysML/MBD等のモデルやチケット間でのトレーサビリティを構築
●【新オプション】拡張テキスト機能によるASIL等の好きな項目での情報の絞り込み/分析

成果物登録

タグ抽出設定
プロセスマップ

トレース情報の確認プロパティ

ISO26262、AutomotiveSPICE、ISO/SAE21434における高品質設計をサポート

ソフトウェア開発におけるトレーサビリティ管理
 UI改善によるトレーサビリティ管理/影響範囲分析の効率化


